
宮本　輝「夢見通りの人々」論

要
　
　
　
　
　
旨

　

宮
本
輝
の
「
夢
見
通
り
の
人
々
」
は
、
昭
和
59
年
9
月
か
ら
昭
和
60
年
11
月

ま
で
、「
小
説
新
潮
」
に
連
載
さ
れ
た
、
全
十
章
の
短
編
連
作
集
で
あ
る
。
作

者
も
言
う
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
作
家
・
ア
ン
ダ
ス
ン
の
『
ワ
イ
ン
ズ
バ
ー
グ
・

オ
ハ
イ
オ
』
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
特
に
、『
ワ
イ
ン
ズ
バ
ー
グ
・
オ
ハ
イ

オ
』
の
持
つ
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
さ
の
影
響
が
、「
夢
見
通
り
の
人
々
」
の
前
半

に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
宮
本
の
言
う
よ
う
に
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
さ

を
離
れ
、「
私
流
」
に
な
っ
て
い
く
。

　

本
稿
で
は
、「
夢
見
通
り
の
人
々
」
の
一
章
お
よ
び
二
章
に
注
目
し
て
、
主

人
公
格
の
里
見
春
太
の
詩
人
や
恋
愛
へ
の
思
い
と
と
も
に
、
彼
の
紹
介
す
る

人
々
の
特
異
さ
、
そ
し
て
、
老
婆
・
ト
ミ
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
春
太
の
内

面
の
優
し
さ
を
明
ら
か
に
し
て
、〈
夢
見
通
り
〉
の
世
界
の
始
ま
り
を
考
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　

グ
ロ
テ
ス
ク
・
優
柔
不
断
・
詩
人
・
恋
愛
・
優
し
さ

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
「
夢
見
通
り
の
人
々
」
は
、
昭
和
57
年
9
月
の
「
小
説
新
潮
」
に
第
三
章
の

　
「
時
計
屋
の
息
子
」
が
掲
載
さ
れ
、
断
続
的
に
昭
和
60
年
11
月
ま
で
連
載
さ

れ
た
、
十
章
（
10
作
）
の
短
編
に
よ
る
連
作
集
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
61
年

３
月
に
新
潮
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

　

各
章
の
主
な
登
場
人
物
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
章　

夢
見
通
り　
　
　
　

�

里
見
春
太
（
会
社
員
・
30
歳
）　

田
井
菊
次

郎
（
酒
店
の
隠
居
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

ワ
ン
さ
ん
夫
妻
（
広
瀬
・
中
華
料
理
屋
）・

娘
の
美
鈴
（
中
学
一
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
雅
久
（
カ
メ
ラ
店
の
若
主
人
）

　

第
二
章　

燕
の
巣　
　
　
　
　

春
太　

ト
ミ
（
煙
草
屋
・
77
歳
）

　

第
三
章　

時
計
屋
の
息
子　
　

�

村
田
英
介
（
時
計
店
主
）　

息
子
の
哲
太
郎

（
17
歳
）

（
1
）

一

宮
本　

輝
「
夢
見
通
り
の
人
々
」
論
―
物
語
の
始
ま
り
―

藤　
　

村　
　
　
　
　

猛
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前
二
者
は
と
も
か
く
、
三
番
目
の
恋
愛
関
係
に
つ
い
て
言
う
と
、
春
太
の
好

き
な
女
性
は
隣
に
住
む
光
子
で
、
光
子
の
好
き
な
人
は
竜
一
で
あ
る
。
だ
が
、

光
子
は
竜
一
を
恐
れ
て
、
故
郷
（
鳥
取
）
に
去
っ
て
行
く
（
九
章
）。
ま
た
、

時
計
店
の
村
田
哲
太
郎
（
高
校
２
年
生
）
は
同
級
生
の
吉
武
理
恵
を
妊
娠
さ

せ
、
家
の
金
を
盗
ん
で
（
三
章
）、
二
人
で
半
年
間
東
京
な
ど
に
逃
げ
て
い
た

が
、
金
も
無
く
な
り
親
の
元
に
帰
る
。
理
恵
は
哲
太
郎
に
愛
想
を
つ
か
し
、
一

人
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
に
す
る
（
七
章
）。
シ
ャ
レ
ー
ド
の
マ
マ
・
菜
津

は
、
顔
の
ア
ザ
か
ら
年
下
の
愛
人
を
作
っ
て
い
た
（
八
章
）
が
、
客
の
「
げ
い

や
ん
」
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
断
り
、
店
を
閉
め
る
（
十
章
）。
い
ず
れ
も
ハ
ッ
ピ

ー
エ
ン
ド
な
も
の
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
作
中
の
現
在
時
間
は
、
里
見
春
太
が
二
黒
土
星
の
生
ま
れ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
彼
は
昭
和
28
年
生
ま
れ
と
推
測
さ
れ
、
作
中
に
現
在
30
歳
と
い
う

記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
59
年
頃
で
あ
ろ
う
。
各
章
ご
と
に
時
間
の
整
理

を
す
る
と
、
大
体
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
章　

６
月　

二
章　

６
月　

五
章　

10
月
末　

六
章　

11
月
末　

七
章　

12
月　

八
章　

１
月
末　

九
章　

３
月
26
日　

十
章　

６
月

　

つ
ま
り
、
こ
の
作
品
は
、
夢
見
通
り
で
の
一
年
間
の
出
来
事
を
描
い
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

二
　
夢
見
通
り
の
住
民
た
ち
―
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
と
人
間
味
―

　

作
者
・
宮
本
の
言
（『
宮
本
輝
全
集
』「
後
記
」）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
小
説
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

吉
武
権
二
（
パ
チ
ン
コ
屋
）　

娘
の
理
恵

（
17
歳
）

　

第
四
章　

肉
の
鏡　
　
　
　
　

�

辰
巳
竜
一　

竜
二　

父
親　

明
美
（
26
歳
）

　

第
五
章　

十
八
回
目
の
逃
亡　

�

春
太　

菊
次
郎　

茂
木
（
詐
欺
師
）

　

第
六
章　

宝
石
箱
の
中　
　
　

�

野
口
光
子
（
理
容
師
・
21
歳
）　

竜
一

　

第
七
章　

帰
り
道　
　
　
　
　

�

春
太　

哲
太
郎　

理
恵　

　

第
八
章　

白
い
垢　
　
　
　
　

�

奈
津
（
ス
ナ
ッ
ク
の
女
主
人
・
40
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

信
次
（
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
・
二
十
代
）
げ
え
や

ん
（
客
・
板
金
工
43
歳
）

　

第
九
章　

波
ま
く
ら　
　
　
　

�
春
太　

光
子　

竜
一

　

第
十
章　

洞
窟
の
火　
　
　
　

�

春
太　

美
鈴　

森
雅
久

　

以
上
の
よ
う
に
、
作
品
全
体
に
一
貫
し
て
登
場
す
る
人
物
は
い
な
い
が
、
里

見
春
太
が
登
場
す
る
章
が
六
章
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
中
心
人
物
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
春
太
の
視
点
か
ら
、
作
品
を
簡
単
に
言
う
と
、
一
・
二
章
で
春

太
が
登
場
し
、
彼
と
彼
の
周
囲
の
人
物
（
夢
見
通
り
の
人
々
）
が
描
か
れ
、
三

章
以
降
、
春
太
が
登
場
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
し
て
、
夢
見
通
り
の
住
民
た
ち

が
語
ら
れ
、
最
後
の
九
・
十
章
で
再
び
、
春
太
が
重
要
な
人
物
と
し
て
登
場
し
、

作
品
は
収
束
し
て
い
く
構
造
を
取
っ
て
い
る
。

　

登
場
人
物
た
ち
に
つ
い
て
言
う
と
、
彼
ら
は
夢
見
通
り
商
店
街
に
住
ん
で
い

て
、
店
と
客
の
関
係
―
例
え
ば
、
春
太
と
中
華
料
理
屋
の
主
人
・
ワ
ン
さ
ん
、

ス
ナ
ッ
ク
・
シ
ャ
レ
ー
ド
と
客
た
ち
な
ど
―
や
、
何
ら
か
の
出
来
事
で
生
じ
た

関
係
―
例
え
ば
、
ト
ミ
と
春
太
（
二
章
）、
春
太
と
茂
木
（
五
章
）
な
ど
―
や
、

ま
た
、
住
民
た
ち
の
恋
愛
関
係
―
春
太
と
光
子
、
そ
し
て
竜
一
、
哲
太
郎
と
理

恵
、
奈
津
と
げ
い
や
ん
な
ど
―
が
作
中
に
描
か
れ
る
。

二



宮本　輝「夢見通りの人々」論

い
村
田
時
計
店
の
、
揃
っ
て
一
種
偏
執
的
な
目
つ
き
を
し
た
夫
婦
。
男
色

家
だ
と
噂
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
屋
の
若
い
主
人
。
美
男
の
バ
ー
テ
ン
し
か

雇
わ
ず
、
自
分
よ
り
う
ん
と
歳
下
の
そ
の
使
用
人
を
い
つ
の
ま
に
か
も
の

に
し
て
、
し
か
も
そ
れ
が
三
カ
月
と
つ
づ
か
な
い
ス
ナ
ッ
ク
〈
シ
ャ
レ
ー

ド
〉
の
女
主
人
。
も
と
や
く
ざ
の
組
員
だ
っ
た
肉
屋
の
兄
弟
。
数
え
あ
げ

れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
、
夢
見
通
り
は
そ
れ
ら
ひ
と
癖
も
ふ
た
癖
も
あ
る

人
々
で
成
り
立
っ
て
い
る
。�

（
11
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
一
癖
も
二
癖
も
あ
る
人
物
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
の
中

に
は
、
性
格
や
相
貌
な
ど
に
、「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
な
も
の
が
あ
る
。
だ
が
、
彼
ら

は
、
作
品
が
進
む
に
つ
れ
て
、
内
な
る
「
人
間
」
を
見
せ
て
い
く
。
安
藤
始
氏
の

言
う
よ
う
に
、「『
夢
見
通
り
の
人
々
』
に
登
場
す
る
人
々
は
、
善
意
が
基
調
に
な

っ
て
お
り
」、「
本
質
的
に
は
善
の
心
を
捨
て
る
こ
と
の
で
き
な
い
小
悪
党
的
集

団
」
で
あ
り
、「
ま
さ
に
こ
の
善
な
る
人
々
に
戻
っ
て
い
く
物
語
」
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
作
品
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、
住
民
た
ち
の
内
面
が
描
か
れ
、
俗
悪
さ

は
残
る
も
の
の
、
人
間
味
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
淫
蕩
で
暴
力

的
と
住
民
た
ち
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
る
、
元
や
く
ざ
の
竜
一
も
、
光
子
か
ら
入
れ

墨
を
取
っ
て
と
言
わ
れ
、
春
太
に
援
助
を
乞
い
、
彼
の
好
意
に
対
し
て
、「
里
見

は
ん
、
俺
、
一
生
、
あ
ん
た
の
友
だ
ち
や
」（
208
）
と
感
謝
し
、
涙
を
流
す
。
こ

の
よ
う
に
、
春
太
や
竜
一
の
善
良
さ
も
分
か
っ
て
い
く
。
そ
れ
ら
が
、「
グ
ロ
テ

ス
ク
」
で
は
な
い
、
宮
本
の
言
う
「
私
流
」
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
全
体
の
進
行
役
で
あ
る
春
太
が
如
何
な
る
人
物
か
を
、
作
品
の
一

章
と
二
章
か
ら
見
て
い
き
、「
夢
見
通
り
の
人
々
」
と
い
う
物
語
の
始
ま
り
を
考

え
る
。

（
4
）

（
5
）

ア
メ
リ
カ
の
小
説
家
ア
ン
ダ
ー
ス
ン
の
『
ワ
イ
ン
ズ
バ
ー
グ
・
オ
ハ
イ
オ
』
―

「
架
空
の
町
を
創
り
、
一
人
の
青
年
と
、
彼
の
周
辺
で
生
き
る
人
々
を
描
い
て
、

陰
影
の
濃
い
小
説
世
界
を
築
い
て
い
」
る
―
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
『
ワ
イ
ン
ズ
バ
ー
グ
・
オ
ハ
イ
オ
』
も
、
一
人
の
主
人
公
で
は
な
く
、
町
に

住
む
様
々
な
人
々
―
都
会
や
時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
人
々
―
が
描
か
れ
て
い

る
。
だ
が
、
宮
本
輝
の
言
う
よ
う
に
、「
夢
見
通
り
の
人
々
」
は
、「
書
き
出
し

て
み
る
と
、
夢
見
通
り
の
住
民
た
ち
は
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
私
流
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
に
、『
ワ
イ
ン
ズ
バ
ー
グ
・

オ
ハ
イ
オ
』
に
描
か
れ
た
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
さ
（
人
間
離
れ
し
た
奇
怪
さ
）
―

従
来
の
宮
本
の
作
品
に
は
珍
し
い
も
の
―
と
の
距
離
に
よ
ろ
う
。

　
「
夢
見
通
り
商
店
街
」
に
住
ん
で
い
る
の
は
、
作
品
の
一
章
で
春
太
が
思
う

よ
う
に
、
夢
見
通
り
と
い
う
「
名
称
に
そ
ぐ
わ
な
い
人
間
た
ち
」（
11
）
で
あ

る
。

　

春
太
は
夢
見
通
り
の
住
民
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
思
う
。

　

春
太
は
夢
見
通
り
商
店
街
の
ネ
オ
ン
を
見
あ
げ
、
顔
を
し
か
め
て
頭
を

掻
き
む
し
っ
た
。
よ
く
も
ま
あ
、
そ
の
名
称
に
そ
ぐ
わ
な
い
人
間
た
ち
ば

か
り
に
よ
っ
て
商
店
街
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
、
勤
め
先
か

ら
帰
っ
て
来
る
た
び
に
思
う
の
だ
っ
た
。

　

競
馬
狂
い
で
夫
婦
ゲ
ン
カ
の
耐
え
な
い
太
楼
軒
の
親
父
。
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
た
く
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
、
夢
見
通
り
商
店

会
組
合
長
、（
中
略
）
肩
書
を
す
べ
て
名
刺
に
刷
り
込
ん
で
い
る
夢
見
会

館
と
い
う
パ
チ
ン
コ
屋
の
経
営
者
。
金
儲
け
が
人
生
の
す
べ
て
で
あ
る
か

の
よ
う
に
、
店
に
入
っ
て
来
た
客
に
必
ず
何
か
を
買
わ
せ
ず
に
は
お
か
な

（
2
）

（
3
）

三
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し
た
よ
う
に
、
あ
く
の
強
い
住
民
た
ち
を
嘆
く
。
そ
の
後
、
酒
屋
の
田
井
老
人

に
つ
か
ま
り
、
強
引
に
手
相
判
断
を
さ
れ
る
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
田
井
老

人
の
「
ご
託
」
で
あ
る
。

あ
ん
さ
ん
は
二
黒
土
星
。
こ
と
し
は
何
を
や
っ
て
も
あ
き
ま
へ
ん
で
ェ

と
く
に
胃
腸
に
気
を
つ
け
な
あ
か
ん
。
仕
事
は
、
な
ん
ぼ
頑
張
っ
て
も
う

ま
い
こ
と
い
か
ん�

（
11
）

あ
ん
さ
ん
は
嫁
は
ん
を
貰
わ
ん
か
ぎ
り
運
が
開
け
ん�

（
12
）

あ
か
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
あ
き
ま
へ
ん
。
感
受
性
だ
け
で
は
飯
は
食
え
ん

�

（
14
）

嫁
は
ん
を
貰
い
な
は
れ
。
そ
れ
し
か
、
こ
の
い
ん
け
つ
な
運
勢
を
変
え
る

方
法
は
お
ま
へ
ん�

（
14
）

　

春
太
は
こ
れ
ら
の
言
葉
に
落
ち
込
む
が
、
自
分
の
感
受
性
に
つ
い
て
は
牽
強

付
会
し
て
、「
き
っ
と
自
分
の
手
相
に
は
、
豊
饒
な
感
受
性
の
し
る
し
が
、
一

目
瞭
然
に
刻
ま
れ
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
」
と
、「
幸
福
な
気
持
ち
に
な
」

（
15
）
る
。
こ
の
よ
う
な
単
純
さ
も
、
彼
の
一
面
で
あ
る
。

　

そ
の
後
空
腹
だ
っ
た
彼
は
、
中
華
料
理
屋
・
太
楼
軒
を
訪
れ
、
ワ
ン
さ
ん
夫

婦
の
激
し
い
夫
婦
喧
嘩
に
遭
遇
す
る
。
何
と
か
仲
裁
し
た
春
太
は
、
調
子
に
乗

っ
て
失
言
し
て
し
ま
い
、
店
を
逃
げ
る
よ
う
に
出
る
。
帰
途
、
カ
メ
ラ
屋
の
若

主
人
・
森
（
男
色
家
）
と
会
い
、
彼
か
ら
隣
の
光
子
と
の
こ
と
を
言
わ
れ
、
春

太
は
の
こ
の
こ
と
彼
に
近
づ
く
。
が
、
不
意
に
抱
き
し
め
ら
れ
、（
そ
れ
は
森

に
言
わ
せ
れ
ば
、「
ふ
ざ
け
て
か
ら
こ
う
た
だ
け
」（
224
）
な
の
で
あ
っ
た
。）、

慌
て
て
逃
げ
出
す
。

三
　「
夢
見
通
り
」
―
里
見
春
太
の
登
場
―

　

一
章
は
連
作
の
始
ま
り
を
告
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
里
見
春
太
が
自
分
と
隣

人
た
ち
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

里
見
春
太
は
、
通
信
教
育
関
連
の
「
進
学
通
信
社
」
に
勤
め
て
い
て
、
仕
事

は
月
に
20
人
の
加
入
者
（
小
・
中
学
生
）
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、「
質

の
高
い
塾
の
出
現
と
、
同
業
他
社
に
よ
る
過
当
競
争
」（
212
）
に
よ
っ
て
、
そ

れ
は
困
難
事
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
彼
の
望
み
は
、
詩
集
を
出
す
こ
と
で
あ

る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
詩
集
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ
チ
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
よ
う

に
、
彼
は
純
粋
だ
が
優
柔
不
断
な
性
格
で
あ
る
。

　

一
章
は
、
彼
が
属
し
て
い
る
同
人
「
蒼
い
島
」
の
合
評
会
（
心
斎
橋
の
喫
茶

店
）
後
の
場
面
か
ら
始
ま
る
。
彼
は
、
夢
見
通
り
近
く
の
地
下
鉄
を
降
り
、
地

上
へ
と
向
か
う
階
段
口
の
間
で
、
吹
き
飛
ん
で
い
く
新
聞
紙
に
対
し
て
、
次
の

よ
う
に
思
う
。

こ
の
新
聞
紙
を
走
ら
せ
て
い
る
の
は
腐
っ
た
街
の
風
だ
、
吸
っ
て
は
い
け

な
い
、
と
里
見
春
太
は
思
い
、
息
を
止
め
た
。
夜
更
け
の
地
下
道
を
歩
く

た
び
に
、
彼
は
必
ず
何
等
か
の
理
由
で
一
度
は
息
を
止
め
る
。�

（
9
）

　
「
腐
っ
た
街
の
風
だ
」
な
ど
の
春
太
の
感
覚
は
、
潔
癖
さ
や
繊
細
さ
と
い
う

よ
り
も
、
彼
の
弱
さ
を
表
し
て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
の
弱
さ
の
紹
介
か

ら
作
品
は
始
ま
る
。

　

続
い
て
、
地
下
鉄
の
駅
か
ら
夢
見
通
り
に
帰
っ
て
来
た
彼
は
、
前
節
で
紹
介

四
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夢
見
通
り
か
、
と
里
見
春
太
は
つ
ぶ
や
い
て
み
た
。
夢
は
ど
こ
ま
で
も
夢

に
過
ぎ
な
い
が
、
美
鈴
は
そ
れ
を
確
固
た
る
望
み
に
転
じ
て
、
着
々
と
進

ん
で
い
る
と
思
っ
た
。
夢
を
望
み
に
変
え
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ

れ
か
ら
も
、
何
度
も
何
度
も
体
操
の
選
手
み
た
い
に
宙
を
飛
ん
で
み
せ
る

で
あ
ろ
う
ワ
ン
さ
ん
の
妻
女
の
、
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
そ
っ
く
り
な
顔
が
、
そ
の

瞬
間
、
あ
る
神
々
し
さ
を
放
っ
て
里
見
春
太
の
心
に
映
っ
た
。�

（
32
）

　
「
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
」
と
「
神
々
し
さ
」
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
に
ズ
レ
が
あ
る
が
、

春
太
の
人
の
良
さ
と
、「
夢
を
望
み
に
変
え
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い

う
彼
の
真
面
目
さ
が
分
か
る
。

　

続
い
て
、
シ
ャ
レ
ー
ド
の
女
主
人
の
甲
高
い
声
―
「
ま
た
来
て
や
。
一
週
間

も
ご
ぶ
さ
た
し
た
ら
、
承
知
せ
え
へ
ん
で
ェ
」（
35
）
―
を
聞
い
て
、

彼
は
、
あ
し
た
か
ら
な
ん
だ
か
元
気
い
っ
ぱ
い
に
働
け
そ
う
な
気
が
し

た
。
彼
は
心
の
中
で
宙
を
飛
ん
で
来
た
ワ
ン
さ
ん
の
妻
女
を
ひ
ょ
い
と
受

け
留
め
た
。
夢
を
望
み
に
変
え
て
進
む
の
だ
。�

（
33
）

　

暗
い
気
持
ち
か
ら
、
希
望
―
「
夢
を
望
み
に
変
え
て
進
む
の
だ
」
―
へ
と
、

彼
の
心
情
は
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
心
情
の
転
回
や
住
民
へ
の
評
価
が
軽
い
と

し
て
も
、
一
人
の
青
年
の
心
情
が
巧
み
に
描
か
れ
て
い
る
。

四
　
春
　
太
　
と
　
詩

　

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
春
太
の
夢
は
、
詩
人
と
し
て
一
冊
の
詩
集
を
刊
行

　

病
人
だ
ら
け
だ
、
と
彼
は
思
っ
た
。
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
病
人
だ
。
も

う
十
歳
若
か
っ
た
ら
、
里
見
春
太
は
泣
い
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
こ
の

世
の
悪
意
に
。
人
々
の
汚
濁
の
心
に
。
自
分
の
よ
る
べ
な
さ
に
。
そ
し

て
、
自
分
の
い
ん
け
つ
な
運
勢
に
。�

（
26
）

　

春
太
の
心
の
弱
さ
と
、
そ
れ
故
に
、
他
者
の
悪
意
に
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
し
か
も
、「
い
ん
け
つ
な
運
勢
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ど
こ
と
な
く
滑

稽
感
を
醸
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
彼
の
も
と
に
、
ワ
ン
さ
ん
の
娘
・
美
鈴
が
通
信
添
削
の
申
し
込
み
に

訪
れ
る
。
美
鈴
は
将
来
外
交
官
に
な
ろ
う
と
し
て
、
こ
の
春
か
ら
ア
メ
リ
カ

ン
・
ス
ク
ー
ル
に
進
学
し
た
、
し
っ
か
り
し
た
娘
で
あ
っ
た
。

　

春
太
が
夫
婦
喧
嘩
の
激
し
さ
を
言
う
と
、
美
鈴
は
、「
そ
ん
な
ん
、
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
で
す
。
お
母
ち
ゃ
ん
、
宙
を
飛
ぶ
の
う
ま
い
で
す
よ
。
体
操
の
選
手
み

た
い
」（
28
）
と
軽
く
い
な
す
。
続
い
て
、「
男
の
人
頼
っ
て
生
き
て
行
く
し
か

な
い
よ
う
な
育
て
方
は
し
と
う
な
い
」
と
の
母
親
の
言
葉
を
紹
介
し
て
、
自
分

は
母
に
と
っ
て
継
子
だ
と
言
う
。

そ
や
け
ど
、
私
は
、
ほ
ん
ま
の
お
母
ち
ゃ
ん
よ
り
、
い
ま
の
お
母
ち
ゃ
ん

の
ほ
う
が
好
き
で
す
ね
ん
」

「
な
ん
で
…
…
？
」「
宙
を
飛
ぶ
の
が
う
ま
い
か
ら
」�

（
32
）

　

二
人
の
会
話
で
、
春
太
も
美
鈴
も
笑
う
。
美
鈴
が
帰
っ
た
後
、
春
太
は
夢
見

通
り
を
眺
め
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
思
う
。

五
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ま
文
章
に
す
る
の
を
詩
や
と
考
え
て
た
ら
あ
か
ん
で
ェ
。
そ
れ
や
っ
た
ら
小
学

生
や
。
里
見
君
の
詩
は
、
小
学
生
の
詩
や
で
ェ
」（
20
）
と
評
す
る
。

　

し
か
も
、
彼
が
詩
作
に
関
し
て
一
途
だ
と
し
て
も
、
彼
の
本
質
は
「
優
柔
不

断
」
で
あ
り
、「
ア
ホ
と
変
わ
ら
ん
ぐ
ら
い
の
お
人
好
し
」（
220
）
で
あ
る
。
優

柔
不
断
な
性
格
で
実
行
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、
夢
は
頭
の
中
で
思
う
だ
け
で
あ

り
、
お
人
好
し
で
は
物
事
を
単
純
に
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
。

　

た
と
え
小
学
生
の
如
き
純
粋
さ
を
保
持
し
て
い
た
と
も
、「
と
き
め
き
や
旅

愁
や
歓
喜
や
寂
寥
や
あ
る
種
の
官
能
」
は
、
小
学
生
に
は
あ
ま
り
な
い
。
彼

は
、
大
人
と
し
て
の
感
動
を
言
葉
に
し
て
、
詩
を
造
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

五
　
春
太
と
恋
愛

　

春
太
は
30
歳
の
独
身
だ
か
ら
、
恋
人
が
い
て
も
不
思
議
は
な
い
。
彼
に
は

「
好
意
を
抱
い
て
い
る
女
性
が
六
人
い
た
。」（
24
）
好
意
の
対
象
が
多
す
ぎ
る

の
も
問
題
だ
が
、
一
番
の
問
題
は
恋
愛
に
際
し
、
彼
が
具
体
的
に
行
動
し
な
い

こ
と
で
あ
る
。

　

彼
が
一
番
好
き
な
女
性
は
、
鳥
取
か
ら
上
京
し
、
見
習
い
美
容
師
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
光
子
で
あ
っ
た
。
光
子
に
つ
い
て
、
彼
は
都
合
の
い
い
、
独
り
よ

が
り
の
想
像
を
し
て
い
る
。

早
く
技
術
を
身
に
つ
け
て
、
故
郷
で
自
分
の
美
容
院
を
持
ち
た
い
と
言
っ

て
い
る
光
子
の
夫
と
な
り
、
鳥
取
の
海
辺
の
町
で
、
詩
作
に
ふ
け
る
自
分

の
姿
を
空
想
し
て
み
た
り
す
る
の
だ
っ
た
。�

（
25
）

す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
の
詩
は
他
人
に
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。

例
え
ば
、「
蒼
い
島
」
の
「
同
人
の
ひ
と
り
は
、
何
の
こ
と
や
ら
さ
っ
ぱ
り
わ

か
ら
ん
と
評
し
、
別
の
女
は
、
幼
稚
ね
、
と
せ
せ
ら
笑
っ
た
」（
19
）
と
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
が
め
ざ
す
詩
は
、「
こ
こ
数
年
、
詩
壇
の
世
界
で
も
て
は
や
さ
れ
、

有
名
な
賞
を
取
っ
て
い
る
詩
人
た
ち
の
、
晦
渋
で
無
味
乾
燥
な
作
品
」（
10
）

で
は
な
く
、「
ひ
と
こ
と
も
難
し
い
言
葉
を
使
わ
ず
に
、
多
く
の
も
の
を
埋
蔵

し
て
い
る
」（
10
）
詩
で
あ
る
。
そ
の
目
標
は
正
し
い
の
だ
が
、
春
太
自
身
、

自
分
の
詩
に
「
何
か
が
足
り
な
い
」（
20
）
と
思
っ
て
い
る
。（
実
際
、
本
文
中

に
引
用
さ
れ
て
い
る
彼
の
詩
は
下
手
な
も
の
で
あ
る
。）

　

何
が
足
り
な
い
の
か
。
彼
に
は
感
受
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
言
葉
が
つ
い
て

い
な
い
。

た
と
え
ば
ど
こ
か
の
い
な
か
を
走
る
列
車
の
窓
か
ら
、
踏
切
の
遮
断
機
の

前
で
た
た
ず
ん
で
い
る
美
し
い
少
女
と
一
瞬
目
が
合
っ
た
あ
と
の
余
韻

は
、
春
太
の
心
に
夥
し
い
想
念
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
自
分
で
も
胸
苦

し
く
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
彼
の
内
部
で
膨
ら
み
、
い
つ
ま
で
も
持
続
す

る
。
け
れ
ど
も
、
彼
が
そ
の
一
瞬
に
感
じ
た
と
き
め
き
や
旅
愁
や
歓
喜
や

寂
寥
や
あ
る
種
の
官
能
は
、
書
い
て
も
書
い
て
も
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
出

来
な
い
の
だ
っ
た
。�

（
15
）

　

彼
は
詩
人
と
し
て
の
「
心
」
は
あ
る
が
、「
と
き
め
き
や
旅
愁
や
歓
喜
や
寂

寥
や
あ
る
種
の
官
能
」
を
、「
書
い
て
も
書
い
て
も
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
出
来

な
い
」。
つ
ま
り
、「
心
」
を
言
葉
に
で
き
な
い
、
表
現
力
が
弱
い
の
で
あ
ろ

う
。
だ
か
ら
、「
蒼
い
島
」
主
催
者
の
川
辺
洋
一
は
、「
思
た
こ
と
を
、
そ
の
ま

六
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い
さ
さ
か
卑
俗
で
あ
る
が
、
光
子
の
「
二
十
一
歳
の
肉
体
は
、
性
へ
の
期
待

や
憧
れ
を
、
ゆ
る
や
か
な
潮
の
満
ち
干
の
よ
う
に
繰
り
返
し
」（
133
）
て
い
た
。

こ
れ
は
第
七
章
で
哲
太
郎
の
言
う
、「
あ
ん
な
ふ
う
に
し
て
待
っ
て
る
女
に
手

を
出
せ
へ
ん
や
つ
は
ア
ホ
や
な
い
か
。
欲
し
が
っ
て
る
と
き
に
、
欲
し
が
っ
て

い
る
も
の
を
さ
っ
と
与
え
る
っ
ち
ゅ
う
の
は
、
大
き
な
愛
情
や
」（
161
）
の
考

え
と
近
い
。
対
象
を
性
的
な
も
の
に
限
る
の
は
問
題
だ
が
、
春
太
は
相
手
を
頭

の
中
で
美
化
し
、
相
手
の
状
況
（
欲
求
）
が
分
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
行
動
に
出
な
い
若
者
に
は
恋
愛
は
成
就
し
な
い
。

　

そ
の
後
の
春
太
と
光
子
の
恋
愛
は
、
光
子
が
竜
一
に
近
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て

挫
折
し
、
光
子
の
帰
郷
に
よ
っ
て
終
了
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
春
太
に
は
魅
力
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、

そ
う
で
は
な
い
。
彼
の
一
番
の
良
さ
（
魅
力
）
は
、
彼
の
天
性
の
優
し
さ
で
あ

る
。

六
　
春
太
の
優
し
さ
―
老
女
・
ト
ミ
と
―

　

春
太
の
優
し
さ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
の
は
、
第
二
章
「
燕
の
巣
」
で
あ
る
。

こ
の
章
は
、
ひ
っ
そ
り
と
煙
草
屋
を
営
ん
で
る
老
女
・
ト
ミ
の
遭
遇
し
た
災
難

と
彼
女
の
死
が
描
か
れ
、
春
太
は
ト
ミ
の
昔
話
の
聞
き
手
で
あ
り
、
死
ん
で
い

く
ト
ミ
の
介
護
者
で
あ
る
。

　

欲
深
な
パ
チ
ン
コ
屋
の
吉
武
か
ら
、
お
節
介
に
も
店
舗
の
立
ち
退
き
を
求
め

ら
れ
た
ト
ミ
は
、
煙
草
屋
の
軒
先
に
あ
る
燕
の
巣
に
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
思
い

を
抱
い
て
い
た
。
彼
女
が
煙
草
屋
を
開
店
し
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
燕
が
瓦
屋
根

の
下
に
巣
を
作
っ
た
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
彼
女
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
カ
メ

ラ
店
の
森
に
よ
れ
ば
、

あ
そ
こ
の
光
子
と
、
と
き
ど
き
窓
越
し
に
話
を
し
て
る
や
ろ
。（
中
略
）

惚
れ
て
る
こ
と
、
ま
る
わ
か
り
や
が
な
。
そ
れ
が
、
い
な
か
の
漬
物
は
う

ま
い
で
す
か
、
と
か
や
な
ァ
、
ぼ
く
も
い
っ
ぺ
ん
光
子
さ
ん
の
い
な
か
の

海
が
見
た
い
な
ァ
と
か
、
遠
廻
し
に
、
そ
れ
も
み
え
み
え
の
セ
リ
フ
で
。

聞
い
て
る
俺
の
ほ
う
が
恥
か
し
い
な
っ
て
く
る
が
な�

（
24
）

で
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
春
太
は
「
羞
恥
と
憤
怒
で
」
顔
が
真
っ
赤
に
な
る

が
、
森
の
言
う
と
お
り
、「
ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
や
っ
ち
ゃ
な
ァ
」
で
あ
る
。（
似

た
よ
う
な
例
で
は
、
春
太
が
光
子
に
海
の
音
が
入
っ
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
渡

し
た
（
九
章
）
の
は
、
半
年
前
の
光
子
と
の
会
話
―
「
こ
の
あ
い
だ
、
窓
越
し

に
話
を
し
た
と
き
、
い
な
か
の
海
の
音
が
懐
か
し
い
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ

う
」（
198
）
―
に
よ
る
。
こ
れ
で
は
、
光
子
は
あ
き
れ
る
だ
ろ
う
。）

　

そ
ん
な
春
太
の
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
さ
や
「
地
味
さ
」
が
災
い
し
て
、
光
子
も
春

太
に
好
意
は
持
つ
が
、
恋
人
関
係
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
点
を
森
に
指
摘

さ
れ
、
直
接
行
動
に
出
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
る
。

み
っ
ち
ゃ
ん
と
ふ
た
り
き
り
に
な
っ
た
ら
、
下
手
な
セ
リ
フ
は
抜
き
に
し

て
、
い
ま
俺
が
し
て
る
み
た
い
に
、
こ
う
ゆ
っ
く
り
と
（
中
略
）
こ
う
や

っ
て
い
る
う
ち
に
な
、
み
っ
ち
ゃ
ん
、
く
に
ゃ
く
に
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
う

ん
や�

（
26
）

七
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れ
る
。（
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
春
太
の
献
身
的
な
対
応
や
ト
ミ
の
感
謝
が
理
解

し
に
く
い
。）

　

そ
う
い
う
ト
ミ
の
煙
草
屋
が
、
暴
力
的
な
高
校
生
た
ち
に
敵
の
店
と
間
違
わ

れ
て
、
あ
る
日
、
壊
さ
れ
る
。
ト
ミ
は
心
臓
（
ひ
ど
い
狭
心
症
）
の
発
作
を
起

こ
し
て
、
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
る
。
春
太
は
「
ト
ミ
が
病
院
に
か
つ
ぎ
込

ま
れ
て
二
十
分
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
息
せ
き
切
っ
て
駆
け
つ
け
、
そ
の
ま
ま
ト
ミ

に
付
き
添
」（
43
）
う
。
こ
れ
は
、
春
太
の
不
幸
な
老
婆
に
対
す
る
同
情
の
強

さ
、
彼
の
優
し
さ
に
よ
ろ
う
。

　

ト
ミ
は
「
ひ
ど
い
シ
ョ
ッ
ク
で
一
時
的
な
錯
乱
状
態
に
お
ち
い
」
り
、「
意

味
の
わ
か
ら
ぬ
ひ
と
り
ご
と
」
が
、「
と
き
に
涙
混
じ
り
に
、
と
き
に
微
笑
み

な
が
ら
、
ト
ミ
の
口
か
ら
間
断
な
く
滑
り
出
」（
43
）
る
。
そ
れ
に
は
亡
き
息

子
へ
の
も
の
も
あ
っ
た
。
春
太
は
ト
ミ
の
心
情
に
寄
り
添
い
、「
こ
の
世
の
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
、
つ
ま
り
人
生
そ
の
も
の
に
対
し
て
憎
悪
の
感
情
を
抱
」

（
44
）
い
た
。
彼
は
ト
ミ
に
強
く
同
情
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
夜
、
春
太
は
「
一
睡
も
せ
ず
、
ト
ミ
の
横
た
わ
る
ベ
ッ
ド
の
傍
の
椅
子

に
腰
か
け
て
い
た
。」（
44
）
顔
を
見
て
挨
拶
す
る
程
度
の
関
係
で
あ
り
な
が

ら
、
こ
こ
ま
で
す
る
春
太
の
優
し
さ
は
本
物
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
ト
ミ
を
見
舞
っ
た
春
太
は
、
イ
チ
ゴ
を
食
べ
た
ト
ミ
の
、
汚
れ
た

入
れ
歯
を
洗
っ
て
や
り
、
ト
ミ
は
涙
を
流
し
て
感
謝
す
る
。
彼
女
の
「
里
見
春

太
と
い
う
青
年
へ
の
感
謝
」
は
「
大
き
く
膨
れ
あ
が
」（
52
）
り
、「
煙
草
屋
の

権
利
と
、
こ
つ
こ
つ
蓄
え
て
き
た
百
十
五
万
四
千
円
の
郵
便
貯
金
を
、
自
分
が

死
ん
だ
ら
里
見
春
太
に
譲
る
」（
52
）
と
、
必
死
の
思
い
で
し
た
た
め
る
。
そ

し
て
、
彼
女
は
自
分
の
生
涯
が
不
幸
だ
っ
た
と
思
い
な
が
ら
も
、

そ
の
二
羽
の
燕
の
、
巣
作
り
に
励
ん
で
い
る
け
な
げ
と
も
、
必
死
と
も
映

る
情
景
に
見
入
っ
て
、
ト
ミ
は
心
の
中
で
思
わ
ず
つ
ぶ
や
い
た
も
の
だ
っ

た
。

「
あ
あ
、
私
の
店
の
屋
根
の
下
に
、
燕
が
巣
を
作
っ
て
い
る
。」

彼
女
は
そ
の
と
き
、
た
と
え
さ
さ
や
か
で
は
あ
っ
て
も
、
自
分
の
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
、
何
ら
か
の
幸
福
が
訪
れ
そ
う
な
確
信
を
抱
い
た
の
だ
っ

た
。�

（
39
）

　

そ
し
て
そ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死
し
た
息
子
が
、「
燕
に
姿
を
変
え

て
母
の
も
と
に
帰
っ
て
来
た
よ
う
な
幻
想
」（
40
）
を
、
ト
ミ
に
与
え
る
。
こ

の
亡
き
息
子
と
春
太
が
重
な
る
。

彼
女
は
、
里
見
春
太
と
い
う
青
年
が
好
き
だ
っ
た
。
ど
こ
か
間
の
抜
け
た

も
の
を
、
表
情
や
話
し
方
に
漂
わ
せ
て
は
い
る
が
、
そ
の
目
に
は
ひ
た
む

き
な
情
熱
と
頑
固
さ
と
負
け
ん
気
が
、
と
き
お
り
闇
の
中
の
犬
の
眼
光
み

た
い
に
ぎ
ら
つ
く
と
き
が
あ
る
。
そ
れ
は
二
十
歳
で
戦
死
し
た
息
子
が
持

っ
て
い
た
も
の
と
同
じ
だ
。
ト
ミ
は
里
見
春
太
と
言
葉
を
交
わ
す
た
び

に
、
己
の
い
ま
は
亡
き
愛
し
い
ひ
と
り
息
子
を
思
い
浮
か
べ
、
ほ
ん
の
つ

か
の
ま
、
烈
し
い
怒
り
が
、
痩
せ
細
っ
た
体
の
あ
ち
こ
ち
に
鳥
肌
を
立
て

る
の
を
は
っ
き
り
と
感
じ
る
の
だ
っ
た
。�

（
41
）

　

ト
ミ
は
春
太
を
、「
ひ
た
む
き
な
情
熱
と
頑
固
さ
と
負
け
ん
気
」
の
持
ち
主

だ
と
見
て
い
る
。
春
太
は
ト
ミ
に
、
飾
ら
な
い
自
分
を
見
せ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
二
人
は
親
密
な
仲
で
は
な
い
が
、
気
が
合
う
組
み
合
わ
せ
だ
っ
た
と
思
わ
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宮本　輝「夢見通りの人々」論

（
注
）

（
１
）　

各
章
の
初
出
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
掲
載
雑
誌
は
、
い
ず
れ
も
「
小

説
新
潮
」
で
あ
る
。

�

一
章　

1983

年
３
月
号　
　

二
章　
　

1983

年
８
月
号　
　

三
章　

1982

年
９
月
号

�

四
章　

1983

年
11
月
号　
　

五
章　
　

1985

年
２
月
号　
　

六
章　

1985

年
３
月
号

�

七
章　

1985

年
７
月
号　
　

八
章　
　

1985

年
８
月
号　
　

九
章　

1985

年
９
月
号

�

十
章　

1985

年
11
月
号

�

　

初
出
の
時
期
を
見
て
分
か
る
の
は
、
一
～
四
章
が
一
つ
の
塊
で
あ
り
、
一
年
以

上
の
空
白
の
後
、
五
章
以
降
が
順
調
に
書
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
ン

ダ
ー
ス
ン
の
影
響
を
受
け
た
三
章
で
、
村
田
親
子
の
異
常
さ
が
ま
ず
は
描
か
れ
、

続
い
て
、
春
太
や
タ
ツ
ミ
兄
弟
が
造
形
さ
れ
、
そ
し
て
一
年
間
の
時
間
を
か
け
て
、

宮
本
輝
流
の
世
界
へ
と
路
線
変
更
が
為
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）『
宮
本
輝
全
集　

第
６
巻
』（
新
潮
社　

1992

・9

）

（
３
）
本
文
の
引
用
は
、『
宮
本
輝
全
集　

第
６
巻
』（
新
潮
社　

1992

・9

）
に
よ
る
。

（　

）
内
の
数
字
は
、
ペ
ー
ジ
数
で
あ
る
。

（
４
）
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
プ
ラ
ス
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
逆
の
場
合
も
あ
る
。
例
え

ば
、
純
情
と
見
ら
れ
て
い
た
光
子
の
性
欲
や
故
郷
へ
の
逃
走
（
計
算
高
さ
）
な
ど

も
作
中
に
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
て
、
人
間
の
弱
さ
の
範
疇
で
あ
っ

て
、「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
５
）
安
藤
始
『
宿
命
と
永
遠
―
宮
本
輝
の
物
語
―
』（
お
う
ふ
う　

2003

・10

）
に
よ

る
。

（
６
）
安
藤
始
氏
は
、「
こ
の
小
説
自
体
が
皮
肉
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
」
る
と
す
る
。

確
か
に
そ
う
い
う
一
面
が
、
シ
リ
ー
ズ
の
始
ま
り
の
章
に
は
色
濃
い
。
一
、二
章
は

見
て
き
た
と
お
り
で
あ
り
、
三
章
の
時
計
屋
の
親
子
も
四
章
の
肉
屋
の
兄
弟
も
、

う
ま
く
い
か
な
い
人
生
（
皮
肉
）
の
中
に
い
る
。

�

　

だ
が
、「
皮
肉
」
的
な
も
の
か
ら
の
脱
皮
―
登
場
人
物
た
ち
の
真
摯
さ
―
が
、
そ

れ
以
降
の
章
で
、
徐
々
に
果
た
さ
れ
て
い
く
。〔

二
〇
一
六
・
九
・
二
九　

受
理
〕

コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
：
高
田　
　

清　

教
授
（
児
童
教
育
学
科
）

け
れ
ど
も
、
最
後
の
最
後
に
、
あ
ん
な
に
も
深
い
感
謝
の
念
を
抱
か
せ
て

く
れ
た
里
見
春
太
に
、
自
分
の
も
の
を
す
べ
て
与
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
は
、
し
あ
わ
せ
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
ど
こ
か
に
息
子
の

面
影
を
持
つ
里
見
春
太
に
。�

（
53
）

と
、
幸
せ
な
気
分
に
な
る
。
だ
が
、
作
品
（
二
章
）
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終

わ
ら
な
い
。

　

ト
ミ
の
死
後
、
彼
女
の
「
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
書
か
れ
た
遺
言
」
＝

「
お
か
し
な
形
を
し
た
紙
包
み
」（
54
）
は
、
他
者
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
こ
と
も

な
く
、
そ
の
ま
ま
ト
ミ
の
棺
に
入
れ
ら
れ
、
春
太
に
ト
ミ
の
遺
産
が
渡
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
春
太
の
不
運
と
言
う
べ
き
か
。
安
藤
始
氏
の
言
う
よ

う
に
、「
皮
肉
」
と
も
読
み
取
れ
る
所
で
あ
る
。

　

ト
ミ
は
春
太
か
ら
「
し
あ
わ
せ
」
を
与
え
ら
れ
た
が
、
春
太
は
ト
ミ
か
ら
、

何
を
与
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
ト
ミ
の
最
後
の
幸
福
、
自
分
（
春
太
）

が
与
え
た
幸
福
を
知
ら
な
い
。
彼
は
、
自
分
の
優
し
さ
が
他
者
に
与
え
る
効
果

を
知
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
に
よ
る
彼
の
心
情
的
成
長
は
先
送
り
さ
れ
る
。
だ

が
、
彼
の
優
し
さ
は
住
民
た
ち
の
信
頼
を
得
て
、
シ
リ
ー
ズ
後
半
（
六
章
や
九

章
）
で
発
揮
さ
れ
、
他
者
を
、
作
品
を
動
か
し
て
い
く
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
作
品
の
一
章
は
、
グ
ロ
テ
ク
ス
さ
を
持
つ
夢
見
通

り
の
住
民
た
ち
を
紹
介
し
、
こ
の
世
界
の
特
異
さ
を
予
告
し
、
彼
ら
に
関
わ
る

春
太
の
内
面
―
弱
さ
・
単
純
さ
・
真
面
目
さ
な
ど
―
を
描
く
。
そ
し
て
二
章
で
、

死
に
行
く
ト
ミ
と
の
交
流
を
中
心
と
し
て
、
春
太
の
優
し
さ
（
人
間
的
魅
力
）

を
描
き
、
ア
ン
ダ
ー
ス
ン
の
小
説
世
界
と
は
違
う
、
宮
本
流
の
作
品
の
始
ま
り

を
告
げ
る
。 （

6
）

九


